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【訂正前】 【訂正後】

『就職白書2019』－データ集－ P3

【目次】の章番号とタイトルについて、不備がございました。訂正箇所を赤文字で記します。

Ⅴ．インターンシップの実施状況＜企業＞

Ⅵ．2018年卒の学生のインターンシップへの参加状況＜学生＞

Ⅶ．内定者のインターンシップ参加状況＜企業・学生＞

Ⅰ．インターンシップの実施状況＜企業＞

Ⅱ．2019年卒の学生のインターンシップへの参加状況＜学生＞

Ⅲ．内定者のインターンシップ参加状況＜企業・学生＞
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【訂正前】 【訂正後】

『就職白書2019』－データ集－インターンシップ編 P36

「４）実施目的と成果」について、テキストの不備がございました。訂正箇所を赤文字で記します。

テキスト：
2017年度～2019年度のいずれかにインターンシップを実施（予定も含む）した企
業に、実施目的を尋ねると、「仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理解
を促進させる」（88.2%）が最も高く、次いで「入社意欲の高い学生を絞り込む」
（46.1%）であった。
目的に対しての成果を見ると、「仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理
解を促進させる」（79.0％）が最も高く、次いで「学生に就業体験の機会を提供す
ることで、社会貢献する」（30.1％）と、目的と同順であった。
実施目的について2014年調査より経年で見ると、「学生に就業体験の機会を提供す
ることで、社会貢献する」が「仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理解
を促進させる」と2014年調査で逆転し、その割合は年々減少している。

テキスト：
2017年度～2019年度のいずれかにインターンシップを実施（予定も含む）した企
業に、実施目的を尋ねると、「仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理解
を促進させる」（88.2%）が最も高く、次いで「入社意欲の高い学生を絞り込む」
（46.1%）であった。
目的に対しての成果を見ると、「仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理
解を促進させる」（79.0％）が最も高く、次いで「学生に就業体験の機会を提供す
ることで、社会貢献する」（30.1％）であった。
実施目的について2013年調査より経年で見ると、「学生に就業体験の機会を提供す
ることで、社会貢献する」が「仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理解
を促進させる」と2014年調査で逆転し、その割合は年々減少している。
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【訂正前】 【訂正後】

『就職白書2019』－データ集－インターンシップ編 P36

「４）実施目的と成果」の表「インターンシップの実施目的」について、データ値の不備がございました。訂正箇所を赤文字で記します。

データ値：
今回調査 N=953
定型業務・プロジェクト等を明示して、学生のスキルを活用して社員に対する活性化
を促す 「9.3」
採用を意識し学生のスキルを見極める 「42.6」
仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理解を促進させる 「88.0」
将来の顧客となり得る学生に対して、自社に対する理解・イメージアップを促進させ
る 「36.9」
入社意欲の高い学生を絞り込む 「46.0」
入社後の活躍や定着を促進する 「21.7」

2018年調査 N＝843

データ値：
今回調査 N＝951
定型業務・プロジェクト等を明示して、学生のスキルを活用して社員に対する活性化
を促す 「9.4」
採用を意識し学生のスキルを見極める 「42.5」
仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理解を促進させる 「88.2」
将来の顧客となり得る学生に対して、自社に対する理解・イメージアップを促進させ
る 「37.0」
入社意欲の高い学生を絞り込む 「46.1」
入社後の活躍や定着を促進する 「21.8」

2018年調査 N＝837


